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SVM旺盛る企業⑬倒産予測  
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1990年代Vap血kらにより提案されたサポートベク  

ターマシン（簡単にSVMという）は近年パターン分類  

の方法として注目されている．SVMでは，非線形写像  

によって元のデータを高次元の特徴空間に移し，線形分  

離可能な超平面を求める．さらに，マージン（各データ  

から分礫平面までの最短距離のことを言う）を最大化す  

ることによって未知のデータの対する予測の精度が高く  

なることが証明されている．そこで，本研究ではSVM  

の一種であるトータルマージンアルゴリズムを用いて  

企業の倒産予測し，特に倒産企業に対する判別率が従来  

のSVMより高いことを示す．   
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に対し、分類関数  
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を考える．ここで，⑳はある非線形写像である．   

現実問題では，特徴空間に写像された学習データでも  

線形分散できないことが多く，しかも完全分散が必ず  

しもよいとは言えないことがある．そこで，スラック  

（slack）変数（Fig．1）が用いられたSVMが提案ざれた．  

Fig．1：SlackV訂iables  

Fig．2：Sl∬plusV左riables   

（surplus）変数（『ig．2）を定義し，スラック変数とサー  

プラス変数を同時に考慮するトータルマージンアルゴ  
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（Tか）  ここで，Cほスラック変数に対するパラメータである．   

さらに，著者らは正しく判別されたデータが分類超平  
面からどれだけ譲れているかを表しているサープラス  
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を提案した．ここで，Clとqはそれぞれスラッ  

ク変数とサープラス変数に対するパラメータであり，  

〈◎（ごi）・宙（諾j）〉≡∬（諾i，訂j）となる・本論文の実験  

では次のガウシアンカーネル関数を用いる．  

表2：従来のSVMによる結果   

（1）倒産企業に対する正解率  

（a）データ集合1  

C   1   10   100   

学習   17．4   45．2   73．2   

テスト   1．8   15．5   23   
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（b）データ集合2  3 倒産・非倒産の判別   

実際のデータを用いて，2節で紹介した従来のSVM  

とトータルマージンアルゴリズムにより倒産企業と非  

倒産企業の判別を行い，その結果を比較する．   

東京商工リサーチから提供された1999年の財務デー  

タから，建設業の中小企業データを使用する．財務指標  

は，自己資本率，借入金依存度，売上高総利益率，売上高  

支払利息比率，総資本回転率の5つを選定する．全デー  

タの中，倒産企業数より非倒産企業数が極端に多いので，  

表1に示すデータ数で数値実験を行う．ランダムで抽出  

したデータに対する判別の正解率（10回試行した結果  

の平均正解率）を表2と表3に示す．   

表の結果からもわかるように，トータルマージンアル  

ゴリズムによる正解率が，従来のSVMによる正解率よ  

り全体的に優れている．特にデータ数が少ない倒産企業  

に対して，従来のSVMによりトータルマージンアルゴ  

リズムがより正確に判別している．従来のSVMでは正  

解率は高くても30％ぐらいであるが，トータルマージン  

アルゴリズムでは，サープラス変数に対するパラメータ  

qが大きいとき，正解率が上がる．トータルマージン  

アルゴリズムでは，誤判別データに関する測度として用  

いられるスラック変数だけではなく，正判別されたデー  

タに関する測度のサープラス変数を同時に考慮してい  

るため，よりいい結果が得られている。  

表1：データ  

C   10   100   

学習   23．5   51．1   69．3   

テスト   9．9   25．9   25．2   

（2）非倒産企業に対する正解率   

（a）データ集合1  

C   1   10   100   

学習   99．9   99．4   99．47   

テスト   99．8   96．4   90．6   

（b）データ集合2  

C   1   10   100   

学習   99．3   98．15   98．63   

テスト   97，5   91．9   90   

表3：トータルマージンアルゴリズムによる結果  

（1）倒産企業に対する正解率  

（a）データ集合1  

Cl＝1  Cl＝10  Cl＝100   

C2  0．01  0．1  0．1  ロ  0．1  ロ   10   

学習  18．6  85  62  95．6  95  100  93．8   

テスト  2．7  74．5  30．9  89  53．9  82  89．6   

（b）データ集合2  

Cl＝1  Cl＝10  Cl＝100   

C2  0．01  0．1  0．1  1  0，1  ロ   10   

学習  30．1  81．6  63．3  96  95．2  99．7  95．4   

テスト  10．6  71．5  39．3  92  60．5  80．9  94．4   

学習  テスト  

データ  倒産   非倒産   倒産   非倒産   

集合1   50   300   100   100   

集合2   100   400   100   100   
（2）非倒産企業に対する正解率   

（a）データ集合1  

Cl＝1  Cl＝10  Cl＝100   

Cち  0．01  0．1  0．1  ロ  0．1  ロ   10   

学習  99．87  69．9  98．47  49．63  77．37  49．67  49．33   

テスト  99．4  68  89．3  46．4  69．4  47．1  48．5   
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（b）データ集合2  

Cl＝1  Cl＝10  Cl＝100   

C2  0．01  0．1  0．1  1  0．1  ロ   10   

学習  98．67  71．17  96．15  43．63  75．1  46．55  40．13   

テスト  96．5  66．4  88．6  42．9  69．2  43．8  36．6  
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